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 1.はじめに 

高い耐食性を持つことでライフサイクルコ

ストを軽減することができる橋梁鋼材として，

耐候性鋼材が広く用いられている．しかし，

環境によっては充分な耐食性を示さない場合

があるため，耐候性鋼橋梁の建設を計画する

際には，建設地域の環境特性を事前に正確に

理解しておく必要がある． 1)  
現在，島根県では第五大橋道路が建設中で

ある．これまでに橋梁の鋼材選定のために，

建設前に約 2 年間かけて建設予定地の環境を

調査し，腐食減耗量を推定した．橋梁建設前

に建設地近傍で百葉箱内にて測定した腐食減

耗量から 100 年後の腐食減耗量を推定したと

ころ，JIS-SMA 鋼材が上面で 1.2mm，下面

で 0.4mm 腐食するという結果が得られた．腐

食量が 0.5mm を上回る地点があることを考

慮すると，JIS 耐侯性鋼材を利用するために

は少なくとも表面処理を施す必要があると言

える．この環境調査の結果と気象の年次変動

を考慮して，第五大橋では JIS 耐候性鋼材を

防食塗装とさび安定化補助処理を組み合わせ

て用いることとなった．下 flg 上面および web
面下部には防食塗装が施され，それ以外の部

分にはさび安定化補助処理が施されている．  
建設前の調査結果から推定した桁内の飛来

塩分量 (0.22mdd)と比べると建設後の桁内の

飛来塩分量は約 2 倍 (0.47mdd)であることが

わかっている．建設前の環境が供用期間の平

均的な環境を表す保証はなく，設計供用年数

まで橋を維持するためには定期的な調査・メ

ンテナンスが必要であると考えられる．特に，

表面処理剤が適切に保護性さびに置き換わる

かについては，注意深く観察する必要がある． 
本研究では，各ピア周辺の桁鋼板表面の塗

膜またはさび厚 (膜厚 )，イオン透過抵抗値を 3

ヶ月毎に計測し，建設から 15 ヶ月間の鋼材の

状況を報告する．  

 

2.調査方法  
調査対象は島根県松江市に建設中の第五大

橋である．橋軸方向が南北の 3 主桁の橋梁で

ある．3 ヶ月毎に，図 2 に示したピア (P1～P5)
上の中央と東側の桁の西側の鋼板面の調査を

行った．調査部位は web 面上部，中央，下部，

下 flg 上面奥側，手前側，下 flg 下面の 6 ヶ所

である．   

 
3.結果および考察  

3.1.実橋の環境  
さび安定化補助処理が施されている web 面

上部，中央，下 flg 下面の初期値の平均値は

60μm であり，防食塗装が施されている web
面 下 部 ， 下 flg 上 面 の 初 期 値 の 平 均 値 は

315μm であった．15 ヶ月後の平均値は，さ
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図 2 調査場所 (橋梁図 )  

 

図 1 調査場所  

調査橋梁  
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び安定化補助処理が施されている部位では

80μm であり，防食塗装が施されている部位

では 340μm であった．これより，さび安定化

補助処理の部位も防食塗装が施してある部位

についても大きく変化していないと言える．  

 ただし，平均値よりも速く膜厚が厚くなっ

ているところが存在する．平均値よりも速く

膜厚が厚くなっている部分はさび安定化補助

処理が施されている部位においては，P2 と

P4 のすべてと P3 の web 面中央以外の部位で

ありいずれも初期値に値より 20μm 以上厚く

なっている．防食塗装が施されている部分に

おいては P4 のすべての部位である．特に P2

では web 面の中央では 80μm の初期値から

15 ヵ月後は 130μm となっている．P2，P3，

P4 共にさび安定化補助処理が施されている

部位はさびへの置き換わりが進みつつあると

言える．  

 
3.2.実橋の環境 (イオン透過抵抗値 ) 

建設 3 ヶ月後および 15 ヵ月後の RST 測定

法によるさび評価結果を図 3，4 に示す．イオ

ン透過抵抗値の初期値の平均値は web 面上部，

web 面中央，下 flg 下面の順に，233kΩ，121kΩ，

15285kΩ となった．15 ヶ月後のイオン透過

抵抗値はほとんどの地点で低下している． 3

ヶ月後と 15 ヶ月後を比較して最もイオン透

過抵抗値が低下しているのは，下 flg 下面で

あり，平均で，約 20 分の 1 である 800kΩ と

なっている．下 flg 下面は他の部位とは違い，

桁内ではないため雨の飛沫や風の影響を受け

やすい．これにより，付着塩分の洗い流しの

効果や乾湿の繰り返しが行われ，さびへの置

き換わりが起こりやすい環境であると考えら

れる．  

さび安定化補助処理部分の膜厚において初

期の平均値と 15 ヶ月後の平均値の差は，約

30μm と小さい．一方でイオン透過抵抗値が

大きく変化している部位がいくつか見られる．

今後このイオン透過抵抗値が低下した部位の

膜厚がどう変化するか注意深く調査する必要

がある．  

 
4.まとめ  

島根県松江市に建設中である第五大橋の耐

侯性橋梁は，15 ヶ月後ではさびへの置き換わ

りがまだ顕著でない．地点や部位によっては

速く膜厚が厚くなっているところもあること

から今後も観察が必要であると言える．  
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図 4 RST 診断法によるさび評価結果 (15 ヶ月後 ) 

 
図 3 RST 診断法によるさび評価結果 (3 ヶ月後 )  


